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Ⅰ．組織の概要・対象範囲・レポートの対象期間及び発行日 

（１） 事業所名及び代表者 

事業所名：協同組合長野県中古自動車リサイクルセンター 東部町事業所 

  設立  ：平成 7 年 2 月 10 日 

出資金 ：1 億 1,100 万円 

代表者名：所長 小川 政勝 

（２） 所在地 

 長野県東御市加沢１２８－１ 

（３） 環境経営管理責任者及び担当者氏名、連絡先 

環境経営管理責任者 正木照久(事務長) 

環境経営管理担当者 和田厚志（総務課課長） 

連絡先；電話 ０２６８－６３－０１５５ 

ＦＡＸ；   ０２６８－６１－００８８ 

（４） 事業活動の内容 

・使用済自動車の回収・解体 

・資源再利用等の処理 

（５） 事業規模 

主要製品の生産量・出荷額 

・ 使用済自動車処理台数：3,879 台（令和 5 年度） 

・ 売上高  ：317,205,000 円（令和 5 年度実績） 

・ 従業員数  ：25 名（令和 6 年６月１日現在） 

・ 敷地面積  ：２７、１６１㎡ 

・ 事業所延べ床面積 ：３、１８９㎡ 

・ 事業年度  ：６月 1 日から５月 31 日 

（６） 認証・登録の対象組織・活動 

 登録組織名：長野県中古自動車リサイクルセンター 東部町事業所 

(７）レポートの対象期間及び発行日 

対象期間：令和 5 年 6 月 1 日から令和 6 年 5 月 31 まで 

発行日 ：令和 6 年 6 月 25 日 

(８）許可の内容、実績 

自動車リサイクル法関係 

許可の内容 許可番号 登録日 有効期限 

引取業者登録 20201000012 令和 4 年 5 月 9 日 令和 9 年 5 月 8 日 

フロン類回収業者登録 20202000012 令和 4 年 6 月 25 日 令和 9 年 6 月 24 日 

解体業者許可 20203000012 令和１年 7 月 1 日 令和 6 年 6 月 30 日 



2 

破砕業者許可 20204000012 令和１年 7 月 1 日 令和 6 年 6 月 30 日 

産業廃棄物関係 

許可の内容 許可番号 登録日 有効期限 

産業廃棄物収集運搬業許可 02011045224 令和２年 11 月 30 日 令和 7 年 11 月 29 日 

収集運搬(積み替え保管を含む。)する産業廃棄物 

廃プラスチック類・金属くず、ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず 

（廃プラスチック類・金属くず、ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず

は自動車等破砕物を除く。） 

以上いずれも特別管理産業廃棄物であるものを除く。 

運搬車両の種類：660 ㏄軽トラック 1 台 

（廃プラスチック類：廃タイヤ） 

積替保管施設の面積：9 ㎡ 

保管上限     ：19.8 ㎥ 

（金属くず：ホイール） 

積替保管施設の面積：4.88 ㎡ 

保管上限     ：1.46 ㎥ 

（廃プラスチック類、金属くずの混合廃棄物：ホイール付き廃タイヤ） 

積替保管施設の面積：90 ㎡ 

保管上限     ：80 ㎥ 

（廃プラスチック類、金属くず、ガラスくず、コンクリートくず及び陶磁器く

ずの混合物：ヘッドライト及びテールランプ） 

積替保管施設の面積：2.75 ㎡ 

保管上限     ：2.16 ㎥ 

（廃プラスチック類、金属くず、ガラスくず、コンクリートくず及び陶磁器く

ずの混合物：フロントバンパー、リアバンパー） 

積替保管施設の面積：2.75 ㎡ 

保管上限     ：2.75 ㎥ 

令和 5 年度実績：0 

なお、現在、許可を受けているのみで実績がないため、レポートの対象からは外

しております。 

産業廃棄物処分業許可 02028045224 令和 2 年 1 月 10 日 令和 7年 1 月 9日 

圧縮する産業廃棄物 

 廃プラスチック類、金属くず、ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず 

（廃プラスチック類、金属くず、ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず
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フロン関係 

令和５年度受託解体車輌：3,853 台 

（９）産業廃棄物(リサイクル)部門の概要 

・自動車リサイクル法関係 

処理施設の種類 使用済自動車処理施設 許可取得年月日 

解体業許可：平成１６年７月１日 

破砕業許可：平成１６年７月１日 

処理する廃棄物の種類 使用済自動車 

処理能力(規模) １日９０台・年間 22,860 台

処理方式 解体・破砕(三方締め圧

縮プレス 

モリタ油圧式 3 方締めプレス 

は、廃自動車に限り、自動車等破砕物を除く。) 

以上いずれも特別管理産業廃棄物であるものを除く。 

中間処理施設の種類：解体、圧縮施設 

処理する廃棄物の種類：上記記載済 

処理能力：10 台／日 

処理方式：解体、圧縮 

処理工程図 

収集運搬→解体→圧縮 

令和 5 年度実績：0 

なお、現在、許可を受けているのみで実績がないため、レポートの対象からは外

しております。 

許可の内容 許可番号 登録日 有効期限 

第一種フロン類回収業者登

録 

2010014 令和4年2

月 25 日

令和 9 年 2 月 24 日 
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Ⅱ.長野県中古自動車リサイクルセンター環境経営方針 

基本理念 

当センターは、「自動車リサイクル法」が施行される以前の平成７年２月に、長野県

内の自動車ディーラーの協同出資により協同組合として発足しました。 

当センターは、自動車販売事業者としての企業責任に基づき、ユーザーから引き取っ

た使用済自動車を環境保全に配慮した施設で適正に処理することを基本理念とし、最大

限環境保全に配慮した解体・リサイクル事業を目指します。 

行動方針 

１． センターの経営及び業務効率化等の見直しを行い、エネルギー及び水使用量等

の削減に努めます。 

２． コピー用紙等購入物資の使用方法を見直し、センター内で発生する廃棄物の削

減に努めます。 

３． 大気汚染防止、水質汚濁防止等の公害防止対策に努めます。 

４． 自動車リサイクル法等環境関連法規を遵守し、使用済自動車のリサイクル率向

上に努めます。 

５． 使用済自動車内に残置されて持ち込まれる廃棄物の減量を図るため、関係方面

に協力を要請します。 

６． 当組合から出荷される製品、商品についても、取引相手方の環境に配慮した出

荷、販売を目指します。 

７． 企業責任を常に自覚し、職員の環境保全意識の向上を図り地域社会への貢献に

努めます。  

８．入庫目標値を設定し、組合員各社に協力を求めるとともに、法律に則った組合運

営を行い、組合員各社の期待に沿う形での事業運営を行います。 

９．環境経営の継続的改善を誓約致します。 

制定日：平成１７年１１月３０日 

改定日：令和元年６月１日 

協同組合長野県中古自動車リサイクルセンター 

東部町事業所 

所長 小川政勝 
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Ⅲ．環境経営目標 

１ 令和 5年度目標は以下のとおりである。 

(維持目標)  

(１) 省エネルギー 

電力使用量の削減：毎月の使用量は以下の通りとする。 

・６～11 月 3 月～5 月使用量：20,000kＷh／月 

・冬季 12 月～2 月使用量：27,000kＷｈ/月 

・年度を通じて 261,000kＷｈ/年を超えないようにする。 

二酸化炭素排出量を前年比マイナスになるよう、省エネ活動を行う。 

(２) 廃棄物の削減 

・用紙の削減：コピー用紙の削減 

・使用済自動車に残置される廃棄物の削減 

 ・古紙類・段ボール・ペットボトルの分別並びにリサイクルの推進 

(３) 節水の取組・・・通年使用量：２００㎥/月未満 

①洗濯用水の削減 ②凍結防止帯の張り替え③冬季水道元栓締め方確認

(４) リサイクル率の向上 

 ・ダスト類の削減を図り、リサイクル率(重量換算比)97％とする。 

(５) フロン類の回収向上 

① フロン類の適正処理の推進・・・２度引きを徹底し、１００％回収を図る。

②入庫増を目指し、回収量、破壊量ともに数値を上げる。

(６) 対外的事項についての環境配慮 

① 取引相手方の環境にも配慮した出荷を心がける。

②事業所外のゴミ拾いも行う。

（改善目標）

令和５年度事業所目標 

年間入庫台数：5,500 台の確保 

各課目標 

車輌仕入課 ・年間入庫台数 5,500 台を目指し、県内の解体車引取りシェ

アー拡大を目指す（現在 4 位となっている順位を、3 位ま

で上げる。） 

生産課

前処理係 ・ハーネスの回収量は 8 ㎏/台とする。 
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解体係 ・令和 5 年度の軽油使用量を 14ℓ/h に設定する。 

部品課 ・維持目標の再確認と再徹底。 

・売り上げ目標については、27,000 円/台とする。 

総務課 ・維持目標の数値維持に努める。 

・経営環境維持のため、備品等の節約をお願いする。 

２ 中長期目標は以下のとおりとする。 

維持目標 

項 目 令和 5 年度 令和６年度 令和７年度 

省エネルギー 

（KWh/月） 

他季節使用量 

<20,000kＷh/月＞ 

冬季使用量 

＜27,000kＷh/月＞ 

年度を通じて 261,000 k

Ｗh を超えないようにす

る。 

他季節使用量 

<20,000kＷh/月＞ 

冬季使用量 

＜27,000kＷh/月＞ 

年度を通じて 261,000K 

Ｗh を超えないようにす

る。 

他季節使用量 

<20,000kＷh/月＞ 

冬季使用量 

＜27,000kＷh/月＞ 

年度を通じて 261,000 k

Ｗh を超えないようにす

る。 

二酸化炭素排

出量削減 

軽油の使用量をチェッ

クし,CO2 削減を目指す。

解体一台当たりの CO2排

出量を減少させていく。

解体一台当たりの CO2排

出量を減少させていく。

廃棄物の削減 分別の徹底 

リサイクルの推進 

廃プラ 5.5t/年を目指す

分別の徹底 

リサイクルの推進 

廃プラ 5.5t/年を目指す

分別の徹底 

リサイクルの推進 

廃プラ 5.5t/年を目指す

節水の取り組

み 

夏季使用量＜200 ㎥ 

冬季使用量＜200 ㎥ 

夏季使用量＜200 ㎥ 

冬季使用量＜200 ㎥ 

夏季使用量＜200 ㎥ 

冬季使用量＜200 ㎥ 

リサイクル率

の向上 

再資源化率 97％ 

解体台数 5,500 台以上 

入庫台数 5,500 台を目指

す。 

再資源化率 97％ 

入庫台数については、

5,500 台に設定する。 

解体台数は 5,500 台。 

再資源化率 97％ 

入庫台数、解体台数とも

に 5,500 台を目指す。 

フロン類の回

収 

100％回収 

回収、破壊量の増加を目

指す。 

100％回収 

回収、破壊量の増加を目

指す。 

100％回収 

回収、破壊量の増加を目

指す。 

対外的事項に

ついての環境

配慮 

コンテナ及びガラ出荷

時、出荷後において顧客

からのクレームゼロ。 

・ごみゼロ活動の継続。

コンテナ及びガラ出荷

時、出荷後において顧客

からのクレームゼロ。 

・ごみゼロ活動の継続。

コンテナ及びガラ出荷

時、出荷後において顧客

からのクレームゼロ。 

・ごみゼロ活動の継続。
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改善目標 

項 目 令和 5年度 令和６年度 令和７年度 

事業所目標 

「長野県内に

おける解体車

引き取り比率

を上げる。」 

入庫台数については、

5,500 台に設定する。 

（使用済自動車発減に

伴い、目標値変更） 

入庫台数については、

5,500 台に設定する。 

年間入庫台数 5,500 台の

確保。 

車輌仕入課 

入庫台数を増

やす。 

入庫台数については、

5,500 台に設定する。

（使用済自動車発生

減に伴い、目標値変

更） 

入庫台数については、

5,500 台に設定する。

年間入庫台数 5,500 台

の確保。 

生産課 

（前処理係） 

分別の徹底 

ハーネスの回収量を 

8 ㎏/台とする 

ハーネスの回収量を 

8 ㎏/台とする 

ハーネスの回収量を 

8 ㎏/台とする 

生産課 

（解体係） 

環境負荷の低

減 

新規原材料の出荷増

を目指し、軽油使用量

を 14ℓ/ℎとする。 

新規原材料の出荷増

を目指し、軽油使用量

を 14ℓ/ℎとする。 

新規原材料の出荷増

を目指し、軽油使用量

を 14ℓ/ℎとする。 

部品課 

再生部品の販

売を通じ、CO2

を削減する。 

売 り 上 げ 目 標 を

27,000 円とする。 

売 り 上 げ 目 標 を

27,000 円とする。 

売 り 上 げ 目 標 を

27,000 円とする。 

総務課 

維持目標の値

維持と事業所

内衛生管理 

維持目標値を念頭に

環境活動を行う。 

経費削減を図る。 

維持目標値を念頭に

環境活動を行う。 

経費削減を図る 

維持目標値を念頭に

環境活動を行う。 

経費削減を図る。 
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項目 目標 担当 スケジュール

・省エネの推進 6月～11月 ・冷房設定温度28°ｃ以下 総務課
3月～5月 ・暖房設定温度23°ｃ以下

・年度を通じて ・不要な照明の消灯

261,000ｋＷh以下 ・エアーコンプレッサーからのエアー漏れ 生産課
　を防ぐ

・二酸化炭素 65㎏-co2/台以下に 軽油使用量の削減。 生産課
　排出量の削減 設定する。

廃棄物（混合廃 廃プラ5.5t以下/年 ・廃棄物の削減をディーラーに呼びかけ ・ディーラー担当
プラ）の削減 　る。 　車輌課

・コピー用紙削減

・古紙類・段ボール ・古紙類
　等の削減 　総務課

節水の取り組み 夏季使用量＜200㎥以下 ・洗濯用水の削減

冬期使用量＜200㎥以下 ・凍結防止帯の張替え 　総務課
・水道管の水抜き

・冬期水道元栓閉め方確認

リサイクル率の リサイクル率97％以上 ・入庫の促進を図る 　車輌課
向上 ・分別を徹底する。 　生産課
フロン類の回収 フロン100％回収 ・フロン類適正処理推進。

向上 ・入庫増を目指し、回収量・破壊量 　生産課
　ともに数値を上げる。

対外的事項に ・商品説明の明確化

ついての環境 クレームゼロを目指す。 ・エンジン内残オイル処理の徹底。 　部品課
配慮

改善目標

項目 目標 担当 スケジュール
車輌仕入課 ・設立趣旨等を説明する。

長野県内におけ 年間入庫目標 ・ディーラーの為になる解体を行う。 　　　車両課長

る解体車引き取 5,500台 ・有償買取制度を導入する。

比率を上げる

生産課（前処理係）
　　 　 　（解体係） ハーネスの回収量を ・前処理と二ブラでハーネスを 生産課係長

分別の徹底 ８㎏/台とする。 　とる。

生産課（解体係） 新規原材料の出荷増を ・新規原材料の種類を研究する。

環境負荷の低減 を目指し、軽油消費量を ・オペレーターの技能習得をめざす。 生産課係長

１４ℓ/ｈとする。 ・作業時間を集約する。

部品課 売り上げ目標を27,000 ・こまめな売り上げと相場の

再生部品の販売を 円/台とする。 　動向を確実にとらえる。

通じ、ＣＯ２削減を ・買取制度を活用し、売り上げ増を図る。

目指す。 ・定期チェックを行い、検討する。

総務課 目標値維持。 ・職員に対する啓蒙活動の実施。

維持目標値維持と 経費削減を図る。 ・備品の節約を行う。 総務課長・係長

経費削減の実施。

通年

通年

通年

具体的取組内容

通年

通年

通年

通年

通年

通年

通年

具体的取組内容

通年

部品課長・係長

Ⅳ．環境経営計画
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￥6,190,004
￥7,730,677

￥6,068,097

令和３年 令和４年 令和5年

電気料⾦（￥）

電気料⾦（￥）

令和3年 令和4年 令和5年

⽬標値 261,000 261,000 261,000

実績値 245,348 224,929 228,055

261,000 261,000 261,000
245,348 224,929 228,055

電⼒使⽤量（ｋＷｈ）

⽬標値 実績値

Ⅴ．環境経営計画の取組結果とその評価（維持⽬標）

１．電⼒使⽤量の削減

評価）
本年度は、通期での買取りを⾏っ
た。電気使⽤量は対前年⽐横ばい
であったが、買取り制度実施によ
り⼊庫台数が増えたため、台当た
り使⽤量は減少した。

（参考）電気料⾦の推移

評価）
         電気使⽤量は横ばいであったが、

本年度は政府の補助⾦の効果によ
り、電気料⾦の⾼騰が抑制され
た。

    令和 6 年度は、補助⾦がなくなる
ため、電気料⾦の値上がりが予想
されるため、節電に努めたい。

   

項目 令和４年度 令和５年度 対前年比 評価 

電力使用量 224,929ｋＷh 228,055ｋＷh 101% 〇 

(目標値) （261,000ｋＷｈ） （261,000ｋＷｈ） 

ｋｗｈ／処理 1 台 74.9Ｗｈ/台 ５８．８ｋＷｈ/台 78.5％ 〇 

項⽬ 令和４年度 令和５年度 対前年比 評価

電気料⾦ 7,730,677 円 6,068,097 円 78% ○

単位:円
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令和３年 令和４年 令和5年

⽬標値 5.5 5.5 5.5

実績値 3.26 2.65 3.6

5.5 5.5 5.53.26 2.65 3.6

混合廃プラ排出量(t)

⽬標値 実績値

２．温室効果ガス排出量の削減
※令和 4 年度については、中部電⼒平成 29 年度調整後排出者係数：0.472 ㎏-CO2/kＷｈを使⽤

評価）
温室効果ガス排出量は令和 5 年度
に関しては上昇している。
解体台数の若⼲の増加に伴い、仕
事量が増えたことが原因であると
考えられる。
但し、台当たりの排出量は減少し
た。

３．廃棄物の削減

評価）

混合廃プラについては、昨年に⽐
して発⽣量が増加した。
⼊庫台数の増が原因であるが、増
加率が⾼いため、さらなる削減を
⽬指していきたい。

      

項目 令和４年度 令和５年度 対前年比 評価

温室効果ガス排出量 196,852．４１㎏-co₂ 218,086.75 ㎏-co₂ 
１１１％  △ 

（エネルギー使用量のみ） ※A 重油使用量ベースに変更 ※A 重油使用量ベースに変更 

ｋｇ‐CO2／処理１台 65.59 ㎏‐co2／台 ５６．２２㎏‐co2／台 ８５．７％ 〇 

項目 令和４年度 令和５年度 対前年比 評価 

廃棄物の削減 ２．６５ｔ ３．６ｔ    １３５%  △ 

（混合廃プラ・目標値） （5.5ｔ/年） （5.5ｔ/年） 
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令和３年 令和４年 令和５年

⽬標値 2,400 2,400 2,400

実績値 2,542 2,912 3,011

2,400 2,400 2,4002,542 2,912 3,011

⽔使⽤量（㎥）

⽬標値 実績値

3,456
3,001

3,879

令和３年 令和４年 令和５年

処理台数（台）

4．⽔使⽤量の削減

評価）
昨年は⽔道管が破裂し、使⽤量

が増えてしまったが、本年度も
12 ⽉からトイレの貯⽔タンクの
漏⽔があったにもかかわらず、
気付くのが遅れ、使⽤量が増加
してしまった。
設備の⽼朽化が激しいため、し

っかりと修理を⾏っていく。

５．リサイクル率の向上（⼊庫、処理台数を増やす）。

評価）
         使⽤済⾃動⾞の買取りを通年

で⾏ったため、⼊庫台数は増
加した。
但し、利益を出すには⼗分な
量ではないため、更なる⼊庫
増が必要である。

項目 令和４年度 令和５年度 対前年比 評価 

水使用量 実績値 2,912 ㎥ 実績値 3,011 ㎥ 114.5% 
  × 

      （ 目標値）   （2,400 ㎥/年）      （2,400 ㎥/年） 

項目 令和４年度 令和５年度 対前年比 評価 

リサイクル率向上 

（入庫、処理台数目

標 5,500 台） 

入庫台数：3,007 台 

（8,000 台） 

入庫台数：3,853 台 

（6,000 台） 
12８% 〇 

処理台数：3,456 台 

（8,000 台） 

処理台数：3,879 台 

（6,000 台） 
１１２% 〇 
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令和3年 令和４年 令和５年

回収台数（台） 3,247 2,910 3,577

破壊量（㎏） 810 669 812

3,247 2,910
3,577

810 669 812

フロン回収台数・破壊量

回収台数（台） 破壊量（㎏）

６．フロン回収（フロン回収率の向上）

評価）
⼊庫台数の増加により、フロン
回収量も増えている。
但し、回収機が⽼朽化してきて
いるため、若⼲の回収漏れがあ
る。
機器の点検が必要である。

７．対外的事項についての環境配慮（取引相⼿⽅の環境にも配慮した出荷を⽬指す。）

評価）当事業所から出荷されたものについて、外部の取引先からのクレーム等はありませ
んでした。
８．参考値：紙使⽤量の削減

項目 令和 4 年度 令和 5 年度 対前年比 評価

フロンの回収 回収台数：2,910 台 回収台数：3,577 台 123％ △ 

破壊重量：669 ㎏ 破壊重量：812 ㎏ １２１％   △

廃棄物の削減 令和４年度：使用量（枚） 令和５年度：使用量（枚） 対前年（令和４）比 

評

価

Ａ4 57,246 Ａ4 53,698 Ａ4 93.8％ 〇

Ａ５ 6,030 Ａ５ 6,942 Ａ５ 115.1％ ×

（コピー用紙） Ａ３ 4,124 Ａ３ 3,902 Ａ３ 94.6% 〇

Ｂ４ ６２５ Ｂ４ 695 Ｂ４ 111.2％ ×

Ｂ５ 0 Ｂ５ ０ Ｂ５ ０％

項目 令和４年度 令和５年度  対前年比 評価 

対外的事項について

の環境配慮 
クレームなし クレームなし  〇 
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環境経営計画の取組結果とその評価(改善⽬標)
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次年度の取組内容（維持目標・改善目標） 

維持目標

項目 目標 担当 スケジュール

・省エネの推進 6月～11月 ・冷房設定温度28°ｃ以下 電気について
・二酸化炭素 3月～5月 ・暖房設定温度23°ｃ以下 　総務課
　排出量の削減 20,000ｋＷｈ/月 ・不要な照明の消灯

12月～2月 ・エアーコンプレッサーからのエアー漏れ コンプレッサー
27,000ｋＷｈ/月 　を防ぐ について
・年度を通じて 　生産課
261,000ｋＷh以下

廃棄物（混合廃 廃プラ5.5t以下/年 ・廃棄物の削減をディーラーに呼びかけ ・ディーラー担当
プラ）の削減 　る。 　車輌課

・コピー用紙削減

・古紙類・段ボール ・古紙類
　等の削減 　総務課

節水の取り組み 夏季使用量＜200㎥以下 ・洗濯用水の削減

冬期使用量＜200㎥以下 ・漏水箇所の早期発見 　総務課
・水道管の水抜き

・冬期水道元栓閉め方確認

リサイクル率の リサイクル率97％以上 ・入庫の促進を図る 　車輌課
向上 ・分別を徹底する。 　生産課
フロン類の回収 フロン100％回収 ・フロン類適正処理推進。

向上 ・入庫増を目指し、回収量・破壊量 　生産課
　ともに数値を上げる。

対外的事項に ・商品説明の明確化

ついての環境 クレームゼロを目指す。 ・エンジン内残オイル処理の徹底。 　部品課
配慮

改善目標
項目 目標 担当 スケジュール

車輌仕入課 ・設立趣旨等を説明する。

長野県内におけ 年間入庫目標 ・ディーラーの為になる解体を行う。 　　　車両課長

る解体車引き取 5,500台 ・有償買取制度を導入する。

比率を上げる

生産課（前処理係）
　　 　 　（解体係） ハーネスの回収量を ・前処理と二ブラでハーネスを 生産課係長

分別の徹底 ８㎏/台とする。 　とる。

生産課（解体係） 前処理係と連携し、軽油 ・新規原材料の種類を研究する。

環境負荷の低減 消費量を14ℓ／hとする。 ・オペレーターの技能習得をめざす。 生産課係長

・作業時間を集約する。

部品課 売り上げ目標を27,000 ・こまめな売り上げと相場の

再生部品の販売を 円/台とする。 　動向を確実にとらえる。

通じ、ＣＯ２削減を ・買取制度を活用し、売り上げ増を図る。

目指す。 ・新規取引先を開拓する。

総務課 目標値維持。 ・職員に対する啓蒙活動の実施。

維持目標値維持と 経費削減を図る。 ・備品の節約を行う。 総務課長・係長

経費削減

通年

通年

通年

具体的取組内容

・員外買取にも挑戦する。

通年

通年

通年

通年

通年

通年

通年

具体的取組内容

通年

部品課長・係長
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Ⅵ 環境関連法規の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の

有無 

１、環境関連法規の遵守状況の確認については、令和 6 年 6 月 15 日に確認を行いまし

た。  

２、環境関連法規の遵守状況に対する評価の結果 

令和５年 6 月からの遵守状況に関して、既に令和６年 5 月時点までに以下の項目に

ついて報告を行なっております。 

・自動車リサイクル法に基づくフロン類年次報告（自動車リサイクル促進センター）

―5・6 月中に報告済み 

・ 第一種フロン類報告書（長野県） 

・ ダイオキシン報告書 (長野県) 

・ 産業廃棄物処理実績報告書(長野県) 

・ 産業廃棄物収集運搬実績報告書(長野県) 

・ 産業廃棄物管理票交付等状況報告書(長野県) 

令和５年度については、報告漏れ等に関する国、地方公共団体からの指摘はありま

せんでした。令和６年度についても、法律の遵守状況等を確認し、報告漏れ、法令

違反等がないよう配慮をしていきます。 

３、環境関連法規違反についての外部からの苦情、訴訟等の事例は令和５年度について

はありませんでした。また、こうした苦情、訴訟等については過去 3 年を遡ってみ

ても事例は一件もありません。 

なお、令和５年度、当事業所へ見学に訪れた団体等については以下の通りとなって

おります。 

令和５年 ６月 祢津小学校 4 年生 35 名 

  10 月 南信三菱自動車株式会社 １名 

11 月 長小学校   20 名 

11 月 東塩田小学校   50 名 

   11 月  滋野小学校   39 名 

 11 月 丸子北小学校 63 名 

4 月 スズキ自販長野株式会社 12 名 
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Ⅶ．代表者による全体の評価と見直しの結果 

代表者による全体の評価と見直しの記録（令和 6 年 6 月 15 日） 

維持目標

目標項目 目標達成状況 活動計画実施

状況 

コメント 

省電力    〇 〇 

政府の補助金の効果により、

電気使用量はほぼ横ばいであ

ったが、使用料金が減少し

た。令和 6 年度は補助金が打

ち切られるため、節約を徹底

する。 

温室効果ガス排出

量の削減 

   〇 〇 

解体台数が増えたため、数値

は上昇した。ただし、台当た

りの削減量については改善が

見られ、良い傾向である。 

廃棄物（混合廃プ

ラ）の削減 

   △ △ 

混合廃プラの排出量は若干増

えたが、入庫台数の増が影響

している。ただ、目標値を下

回っていることから、良しと

したい。 

水の使用量の削減 × × 

漏水の見落としにより使用量

が増えている。故障疑いのあ

る個所はこまめに修理してほ

しい。 

リサイクル率向上 

〇 〇 

銅線をはじめとする車内の素

材についてはほぼ取りつくし

ている。リサイクル率につい

ては目標を達成できていると

いえる。 

フロンの回収  △  △ 

フロン回収機の老朽化により

若干回収漏れが散見される。 

修理可能個所は修理をしてほ

しい。 
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対外的事項につい

ての環境配慮 

   〇 〇 

令和５年度は外部からのクレ

ームはなかった。 

改善目標 

目標項目 目標達成状況 活動計画実施

状況 

コメント 

年間入庫台数 5,500

台の確保   × △ 

通年で買取りを行い、入庫台

数は若干増えた。しかし、ま

だ、目標台数には及ばない。 

生産課・前処理係 

ハーネス8㎏／台以

上回収 

  〇 〇  

ほぼハーネスについては取り

つくしているとみられ、目標値

も上回っている。 

解体係 

軽油使用量 14ℓ／ｈ 

とする 

  〇 〇 

稼働時間を工夫し、ほぼ目標値

を達成している。 

部品課 

△   △ 

入庫車両の内容に影響される

が、市場調査を通じて更なる伸

びを期待したい。 

総務課 

〇 〇 

修理が必要な個所については、

積極的に修理を行って欲しい

い。 

車輌仕入課 ×  △ 若干入庫は増えているが、目標

値にはいまだ達していない点

が反省点である。 

１． 代表者による全体の評価 

  本年度は、年度を通じて使用済自動車の買取りを行った初めての年度であり、結果、

入庫台数、解体台数ともに増えたことは一応の評価に値すると言えます 

 また、職員も使用済自動車から発生する素材を集めるため精緻な解体に取り組んで

くれたことには非常に感謝しています。 

ただ、年度を通じて、急激な円安が進み、一部自動車メーカーによる不正が発覚す

るなど市場環境は目まぐるしく変化し、当事業所の運営もそうした社会情勢の影響を
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大きく受け、収益的には目標値を大幅に下回る結果となってしまいました。 

２．代表者による見直し 

年間を通じ使用済自動車の買取りを行う中で、今後、事業所の経営を好転させるた

めに必要な課題がいくつか見えてきました。そうした課題を洗い出し、私を含め職員

とともに解決しながら今後の事業運営に生かしてまいりたいと考えております。 

令和６年６月 15 日 

 長野県中古自動車リサイクルセンター 

  東部町事業所 

所長 小川 政勝 




